
                             

ご
あ
い
さ
つ 

 

秋
も
深
ま
り
朝
晩
は
一
段
と
冷

え
込
ん
で
き
ま
し
た
。
地
域
で
は

文
化
祭
や
秋
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

忙
し
い
毎
日
で
す
。 

11
月
４
日
に
は
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時

議
会
で
は
、
議
員
の
任
期
が
２
年

過
ぎ
た
こ
と
か
ら
正
副
議
長
の
選

挙
お
よ
び
各
委
員
会
の
選
任
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
前
期
２
年

間
は
文
教
常
任
委
員
会
と
環
境
対

策
特
別
委
員
会
で
し
た
が
、
後
期

は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
委
員

と
な
り
、
互
選
の
結
果
副
委
員
長

を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
産
業
建
設
常
任
委

員
会
の
所
管
は
幅
広
く
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
別
委
員
会
は
引
き
続
き

環
境
対
策
特
別
委
員
会
で
、
広
報

特
別
委
員
も
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
期
に

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
臨
時
議
会
で
は
そ
の
他
に
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
も

上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

甲
賀
も
ち
ふ
る
里
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
（
小
佐
治
す
い
り
ょ
う
太
鼓
） 

 

11
月
29
日
か
ら
12
月
議
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
12
月
議
会
で
は

専
決
処
分
３
件
、
条
例
７
件
、
補

正
予
算
10
件
、
市
道
路
線
の
廃
止

及
び
認
定
２
件
、
財
産
の
取
得
の

変
更
４
件
、
人
事
案
件
１
件
の
計

29
案
件
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。 

４
年
間
の
任
期
の
内
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
委
員
会
の
改
選
も
あ

り
、
心
新
た
に
「
み
ん
な
で
つ
く

る
ふ
る
さ
と
甲
賀
」
を
目
指
し
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

臨
時
議
会 

11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
で
は
正
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
た
他
、
各
常
任
委
員
と
各

特
別
委
員
及
び
監
査
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
甲
賀
広

域
行
政
組
合
議
会
議
員
と
公
立
甲

賀
病
院
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
岩
田

孝
之
議
員
、
副
議
長
に
は
橋
本
律

子
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
他
、

監
査
委
員
に
は
加
藤
和
孝
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
平
成
23
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
で

は
、
今
年
７
月
の
豪
雨
及
び
台
風

12
号
で
被
災
し
た
農
業
施
設
と

市
道
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
１
，

０
６
７
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
常
任
委
員
会
他
の
委
員

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

敬
称
略 

◎
は
委
員
長 

○
は
副
委
員
長 

総
務
常
任
委
員
会 

◎
中
西
弥
兵
衞 

○
葛
原 

章
年 

山
岡 

光
広 

 

谷
永 

兼
二 

辻 
 

重
治 

 

白
坂
萬
里
子 

石
川
善
太
郎 

 

民
生
常
任
委
員
会 

◎
的
場 

計
利 

○
小
西
喜
代
次 

 

鵜
飼 

 

勲 
 

木
村 

泰
男 

中
島 

 

茂 
 

橋
本 

律
子 

文
教
常
任
委
員
会 

◎
朏 

 

藤
男 

○
田
中 

新
人 

加
藤 

和
孝 

 

野
田 

卓
治 

安
井 

直
明 

 

今
村 

和
夫 

服
部 

治
男 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

◎
土
山 

定
信 

○
橋
本 

恒
典 

 

森
嶋 

克
巳 

 

小
松 

正
人 

 

村
山 

庄
衞 

 

伴 
 

資
男 

議
会
運
営
委
員
会 

◎
服
部 

治
男 

○
安
井 

直
明 

土
山 

定
信 

 

的
場 

計
利 

朏 
 

藤
男 

 

加
藤 

和
孝 

中
西
弥
兵
衞 

 

石
川
善
太
郎 

 

今
村 

和
夫 

広
報
特
別
委
員
会 

◎
谷
永 

兼
二 

○
小
西
喜
代
次 

森
嶋 

克
巳 

 

橋
本 

恒
典 

 

 

朏 
 

藤
男 

 

白
坂
萬
里
子 

 

今
村 

和
夫 

 

橋
本 

律
子 

議
会
改
革
特
別
委
員
会 

◎
石
川
善
太
郎 

○
加
藤 

和
孝 

 

的
場 

計
利 

 

伴 
 

資
男 

 

村
山 

庄
衞 

 

安
井 

直
明 
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葛
原 

章
年 

 

今
村 

和
夫 

 

服
部 
治
男 

交
通
対
策
特
別
委
員
会 

◎
小
松 

正
人 
○
木
村 

泰
男 

 

小
西
喜
代
次 

 
谷
永 

兼
二 

 

朏 
 

藤
男 

 

田
中 
新
人 

 

野
田 

卓
治 

 

辻 
 

重
治 

 

中
西
弥
兵
衞 

環
境
対
策
特
別
委
員
会 

◎
山
岡 

光
広 

○
森
嶋 

克
巳 

土
山 

定
信 

 

橋
本 

恒
典 

鵜
飼 

 

勲 
 

白
坂
萬
里
子 

中
島 

 

茂 
 

橋
本 

律
子 

地
域
情
報
化
特
別
委
員
会 

◎
辻 

 

重
治 

○
森
嶋 

克
巳 

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員 

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員 

野
田 

卓
治 

 

伴 
 

資
男 

安
井 

直
明 

 

葛
原 

章
年 

 

服
部 

治
男 

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会 

 

小
松 

正
人 

 

村
山 

庄
衞 

 

中
西
弥
兵
衞 

 

石
川
善
太
郎 

 

中
島 

 

茂 

    

12
月
議
会 

12
月
議
会
で
は
29
の
議
案
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
な
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
専
決
処
分
（
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）・
鉄
道
施
設
整
備

基
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
） 

○
条
例 

・
暴
力
団
排
除
条
例 

・
甲
賀
市
景
観
条
例 

・
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例 

他 

○
補
正
予
算 

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
） 

・
特
別
会
計
補
正
予
算
９
件 

○
市
道
路
線
の
廃
止
（
古
城
が
丘

団
地
16
号
線
） 

○
市
道
路
線
の
認
定
（
大
野
１
号

線
） 

○
財
産
の
取
得
の
変
更
契
約
（
鳥

獣
害
防
止
侵
入
柵
資
材
購
入
） 

○
財
産
の
処
分
（
櫟
野
簡
易
休
憩

所
・
甲
賀
市
特
用
林
産
物
展
示

実
習
施
設
） 

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

な
お
、
一
般
質
問
で
は
私
を
含 

め
17
人
の
議
員
が
質
問
す
る
予

定
で
す
。 

平
成
24
年
度
予
算
編
成
方
針 

来
る
平
成
24
年
度
の
予
算
編

成
方
針
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

予
算
編
成
方
針
の
概
要
で
は
４

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
５
つ
の

重
点
施
策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。 

１
．
基
本
方
針 

①
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た

重
点
的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分 

②
東
日
本
大
震
災
後
の
環
境
変
化 

③
財
政
健
全
化
に
向
け
た
着
実
な

取
り
組
み 

④
合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計

画
的
な
取
り
組
み 

２
．
重
点
施
策 

①
大
震
災
を
教
訓
に
未
来
へ
贈
る

安
心
と
夢
あ
る
暮
ら
し 

②
す
べ
て
の
世
代
、
み
ん
な
で
育

む
き
ず
な
と
元
気 

③
心
を
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
高
め
る

地
域
愛 

④
甲
賀
発
、
匠
の
技
と
大
地
の
恵

み 

⑤
歴
史
と
自
然
で
お
も
て
な
し
、

み
ん
な
で
磨
く
甲
賀
の
宝 

３
．
そ
の
他
の
取
り
組
み 

と
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま 

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

文
教
常
任
委
員
会 

前
期
最
後
と
な
る
文
教
常
任
委

員
会
が
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
の
現
状
に

つ
い
て
の
報
告
と
教
育
研
究
所
の

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
と
し
て
は
交
替
と
な

り
ま
す
が
、
小
中
学
校
や
幼
稚

園
・
保
育
園
の
適
正
規
模
等
の
問

題
も
あ
り
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

環
境
対
策
特
別
委
員
会 

11
月
25
日
に
新
し
い
委
員
で

の
環
境
対
策
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
期
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
滋
賀
の
監
視
・
調
査
活

動
、
不
法
投
棄
に
対
す
る
取
り
組

み
、
放
射
能
問
題
の
学
習
の
３
点

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

今
期
初
め
て
の
産
業
建
設
常
任

委
員
会
が
11
月
21
日
に
開
催
さ

れ
、
現
地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
現
場
は
松
尾
台
地
区
下
水

道
面
整
備
工
事
と
市
道
漆
谷
中
山

線
お
よ
び
市
道
認
定
・
廃
止
予
定

箇
所
の
４
ヶ
所
で
し
た
。
作
業
服

を
着
る
機
会
が
増
え
そ
う
で
す
。  

市
道
漆
谷
中
山
線
現
場
確
認 

編
集
後
記 

 

４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

た
「
か
ふ
か
21
子
ど
も
未
来
会

議
」
の
発
表
の
場
で
も
あ
る
子
ど

も
議
会
が
10
月
23
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
な
ら
で
は
の
視

点
で
の
質
問
も
多
く
、
市
の
将
来

が
楽
し
み
で
す
。 


